
（別紙３）

～ 2025年　12月　12日

（対象者数） 20名 （回答者数）
17名

～ 2025年　12月　12日

（対象者数） 7名 （回答者数）
7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
今後もいろいろなケースが起こり得るので、ミーティングの

時に過去の事案検討を行っていく

2
継続して先生と情報交換を行い、児童たちのニーズもしっか

りと盛り込んだ内容にしていく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
内容を検討し、ニーズがあればすぐに開催できる準備をして

おく

2

3

教員免許取得者が多数いるので、問題が起こった場合には、ご

家庭、学校、各福祉機関と連携を取りながら問題解決に努めて

いる

事業所内で起こったトラブルは、職員が介在して必ずその日の

うちに当事者同士で話し合いをし、お互いの納得のいく解決案

を出すようにしている。また、不登校など事業所外でのトラブ

ルに関しても相談あれば学校等と連携をとって可能な限りのサ

ポートを行っている。

プログラム毎に専門の先生をお呼びし、+αの人員で専門的に

支援できている。

先生と事前に当日の動きを相談し、サポートをよりスムーズに

行えるように心がけている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者会などの開催がない
保護者から必要を感じていないとの声も上がっており、事業所

として開催を検討していない

2025年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　1月　26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 すみれ遊湧

○保護者評価実施期間
2025年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


